
















































施しなかった（Bade und Oltmer 2007；Heckmann 2016）。
しかしながらドイツは，2000 年代に国外からの高度人材を中心とする移民の受け入れを政策的に
プロモートすることになった（Heckmann 2016；久保山 2017）。さらに 1999 年に国籍法が改正さ
れ，それまで外国人が国籍を取得することが困難な要因としてあった血統主義原理に，出生地主義
原理が加味された。国籍法の改正により，1980 年代半ばまで年間 2 万人に届かなかった外国人のド





































表１　ドイツが受け入れた難民の出身国（単位：人，2009 年～ 2016 年）
順位 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年
1 イラク 6,538 アフガニスタン 5,905 アフガニスタン 7,767 セルビア 8,477
2 アフガニスタン 3,375 イラク 5,555 イラク 5,831 アフガニスタン 7,498
3 トルコ 1,429 セルビア 4,978 セルビア 4,579 シリア 6,201
4 コソボ 1,400 イラン 2,475 イラン 3,352 イラク 5,352
5 イラン 1,170 マケドニア 2,466 シリア 2,634 マケドニア 4,546
6 ベトナム 1,115 ソマリア 2,235 パキスタン 2,539 イラン 4,348
7 ロシア 936 コソボ 1,614 ロシア 1,689 パキスタン 3,412
8 シリア 819 シリア 1,490 トルコ 1,578 ロシア 3,202
9 ナイジェリア 791 トルコ 1,340 コソボ 1,395 ボスニア・ヘルツェゴビナ 2,025
10 インド 681 ロシア 1,199 マケドニア 1,131 コソボ 1,906
順位 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年
1 セルビア 18,001 シリア 41,100 シリア 162,510 シリア 268,866
2 ロシア 15,473 セルビア 27,148 アルバニア 54,762 アフガニスタン 127,892
3 シリア 12,863 エリトリア 13,253 コソボ 37,095 イラク 97,162
4 マケドニア 9,418 アフガニスタン 9,673 アフガニスタン 31,902 イラン 26,872
5 アフガニスタン 8,240 イラク 9,499 イラク 31,379 エリトリア 19,103
6 ボスニア・ヘルツェゴビナ 4,847 コソボ 8,923 セルビア 26,945 アルバニア 17,236
7 コソボ 4,423 マケドニア 8,906 マケドニア 14,131 パキスタン 15,528
8 イラン 4,777 ボスニア・ヘルツェゴビナ 8,474 不明 12,166 不明 14,922
9 パキスタン 4,248 アルバニア 8,113 エリトリア 10,990 ナイジェリア 12,916
10 イラク 4,196 ソマリア 5,685 パキスタン 8,472 ロシア 12,234
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東欧諸国のセルビア，マケドニアからの難民申請数が増加した（前頁表１）。さらにシリア内戦に
より，2015 年にシリアから多くの難民が庇護を求めて流入した。ドイツの庇護申請件数は 2015 年








みても，難民受け入れに関する規範的理解の存在が確認できる（3）（Zick et al. 2016：88‐89）。表２の
質問項目 1 にみられるように，同調査では，難民受け入れを肯定するドイツ人は被調査対象者全体
の過半数に上っている。とくに質問項目 2 の紛争地域からの難民受け入れを肯定的に答えているの










（2）　ただし AfD は，身分証を所持していない難民の受け入れは拒絶する姿勢をみせている（AfD 2016）。
（3）　調査は，2016 年の 6 月から 8 月にかけて，およそ 1,800 人に対して電話で実施された。
















































2017.4.25；Focus 2017.4.25；Rheinisches Post 2015.9.2；Der Tagesspiegel 2015.6.23）。あるいはドイ
ツ移民・難民認定庁の研究機関や労働市場と職業研究の機関は，シリアなどからの難民が想定より
















































えられている（Frankfurter Allgemeine Zeitung 2012.12.20；Spiegel Online 2012.11.13）。














の割合は，2011 年には 44.2％だったが，東欧諸国からのロマの流入の増加により，2014 年には






















コの北アフリカ 3 カ国出身の難民の受け入れを制限するために，同 3 カ国を「安全な出身国」リス
トに加えるための法案を提出した（7）（Engelmann 2016）。2016 年の連邦議会では法案が成立したも
















その質問項目の対象者となるのは 57 のイスラム国家の出身者だけだった（昔農 2014：171）。さら
に 2007 年にノルトライン・ヴェストファーレン州では，外国人の滞在許可の申請・更新に際して，
質問対象者がテロ活動に関与しているかを審査するためのガイドラインが設けられ，これにもとづ
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